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長崎大司教区現勢統計表（２００６年１２月３１日現在）

７１小　教　区�……長　崎　県地　　　域�……
�１準 小 教 区�……��１��平方キロ面　　　積�……
６０巡 回 教 会�……１��������人県　人　口�……
�１集　会　所�……（総数）������人カトリック�……

計司祭・他信徒数
６６,９１９人１,１５５人６５,７６４人２００４年度（総数）
６６,２７８人１,１０４人６５,１７４人２００５年度（総数）
６５,４１４人１,０７４人６４,３４０人２００６年度（総数）

死亡者
結　 婚

ミ サ 参 加 者洗 礼
世帯数

信 徒 総 数
小教区名 他宗

同士
信徒・
他宗教

信者
同士降誕祭復活祭主　日成 人幼 児計女男

5123596,0005,0003,50010351,6117,0803,8823,198浦 上
1200150040030015300928499429稲 佐
1601031,5001,3001,1004167812,7491,4791,270城 山
1101141,5001,50080017237492,4101,2901,120西 町
1201001,2009507003105152,0861,130956本 原
10012802501703373294166128三 ツ 山
15591580450350274751,378780598中 町
404035033025002179482267215神 ノ 島
9012600600400213287990538452木 鉢
2001001,000800600355371,9391,091848飽 の 浦
3000907060125417410272本 河 内
500018015013022125414237177八 幡 町
306050035020022213781516265愛 宕 町
81412235035025015312766433333大 浦
10502302001503182314176138大 山
602040030020025276845500345小 ケ 倉
11000450350280143601,230646584深 堀
405230030025016180550300250香 焼
723030032526522216418250168馬 込
901021,0009007006107893,1281,6331,495滑 石
1101060050035003250798447351出 津
701035030025023256845444401黒 崎
60507007003505143151,135591544時 津
700140038026004318992520472長 与
8000650500350473241,237687550東 長 崎
120719007005503144401,653874779植 松
300035035025016220766427339水 主 町
5133500450320233061,122609513諫 早
012010040250032644519愛 野
11202001006001701698287島 原
6000338280250224035127873湯 江
12173800600420523841,178667511三 浦 町
400030025020037187705385320鹿 子 前
703040035030056218722382340俵 町
9060450350250763171,112587525大 野
16853800800550684821,142627515相 浦
507250050030016223922468454浅 子
601045040028002230574299275黒 島
102030025015027116318144174太 田 尾
706490075050010153531,698864834神 崎
804160055035046199766360406褥 崎
101240036028059135563320243大 崎
40102001509000148486260226天 神
303030025020042180665350315早 岐
502050050040005237772416356平戸ザビエル
901030025020007155519261258上 神 崎
50103002802000294370195175宝 亀
1803075075040007232814435379田 平
201009009006000133041,323724599紐 差
601035030025002202677346331西 木 場
1200140040025000182748432316平 戸 口
10014004002006563334193141山 田
300030022018002115331175156青 方
600135035022008131383182201大 曽
12040650650410554101,263632631青砂ケ浦
200035035020017129486258228丸 尾
510125023020003151327170157仲 知
800255055050027205603297306曽 根
704050045030004201870483387鯛 ノ 浦
402143040030002206483243240浜 串
402045035025003207560291269桐
500035035025000125410179231真手ノ浦
70002001801200087429221208土井ノ浦
1314190090080011124641,230611619福 江
100185856010421266066浜 脇
1001135030020002186534308226浦 頭
600030040020000132421223198奈 留
702150050030024179656336320水 の 浦
200040035027000157368228140三 井 楽
000014012010002651709377貝 津
200011010060016119410787井 持 浦

537382275839,86335,35024,96016539418,57964,34034,73129,609合 計
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　 （３） 2007年（平成19年）5月１日（毎月１日発行）  　　（昭和27年１月12日第三種郵便物認可）　第940号 　　よ き お と ず れ

元
南
山
高
等
・
中
学
校
校
長
、

フ
ラ
ン
ツ
・
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ

ロ
ー
ド
神
父
帰
天

　
神
学
院
、
修
道
会
の
平
成
19
年

度
の
入
学
者
氏
名
は
次
の
通
り
。

▼
福
岡
サ
ン･

ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院

哲
学
科
１
年

　

中
野
健
一
郎
（
本　

原
）

　

小
島　

明　

 

（
浜　

脇
）

▼
長
崎
コ
レ
ジ
オ

大
学
１
年

　

七
種　

夢
斗
（
水
主
町
）

　

松
下　

歩
夢
（
曽　

根
）

　

右
松　

赳　

 

（
宮
崎･

田
野
）

入
学
式

　

長
崎
コ
レ
ジ
オ
の
入
学
式
は

４
月
８
日
大
浦
教
会
で
行
わ
れ

た
。
今
年
度
は
長
崎
教
区
神
学

生
が
２
、
大
分
教
区
神
学
生
が

１
の
３
人
を
迎
え
た
。
コ
レ
ジ

オ
生
は
８
人
と
な
っ
た
。
式
に

は
遠
方
か
ら
家
族
、
コ
レ
ジ
オ

在
校
生
や
大
浦
教
会
の
コ
レ
ジ

オ
後
援
会
の
方
々
も
多
数
参
列

し
、
希
望
に
燃
え
た
新
入
生
は

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

▼
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

中
学
１
年

　

月
川　

雄
太
（
福　

江
）

　

中
山　

徳
彦
（
浜　

脇
）

　

三
島　

剛　

 

（
深　

堀
）

　

石
堂　

陸（
鹿
児
島･

鴨
池
）

　

大
田　

聖（　
　 

〃 　
　

）

　

新
井　

望（
滋
賀･

唐
崎
）

高
校
１
年

　

藤
田
勇
樹（
福
岡･

直
方
）

入
学
式

　

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
の

入
学
式
は
、
４
月
７
日
（
土
）

髙
見
三
明
大
司
教
の
司
式
に
よ

り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

新
入
生
は
、
別
項
の
７
人
。

長
崎
教
区
３
人
、
他
教
区
新
入

生
は
４
人
と
、
近
年
他
教
区
の

が
ん
ば
り
が
見
受
け
ら
れ
、
教

区
内
各
小
教
区
の
よ
り
い
っ
そ

う
の
召
命
促
進
が
望
ま
れ
る
。

「
中
学
１
年
生
か
ら
で
な
く
て

も
、
途
中
か
ら
で
も
入
学
で
き

ま
す
。
子
供
た
ち
へ
の
呼
び
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
」（
山
田

良
秋
院
長
）

　

髙
見
三
明
大
司
教
は
、「
長

い
道
の
り
で
す
が
、
神
さ
ま
と

の
関
係
、
周
り
の
人
と
の
か
か

わ
り
を
大
切
に
し
て
過
ご
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
神
学
生

た
ち
を
励
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
先
輩
の
神
学

生
た
ち
の
聖
歌
が
披
露
さ
れ
、

新
入
生
は
、
喜
び
と
緊
張
の
面

持
ち
で
、
新
し
い
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

▼
聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院

中
学
１
年

　

松
本
和
記
（
岐
阜
・
各か

か
み
が
は
ら

務
原
）

▼
聖
コ
ル
ベ
志
願
院

中
学
１
年

　

森
田
太
郎（
三
重･

四
日
市
）

　

笹
瀬
樹
陽（
東
京･

豊
島
）

高
校
１
年

　

峯　

勇
太
郎
（
福　

江
）

▼
長
崎
純
心
聖
母
会

中
学
１
年

　

井
上
実
可
子（
和
歌
山･

古
屋
）

　

堤　

志
織（
熊
本･

手
取
）

　

宣
教
委
員
会
の
募
集
に
応

じ
た
巡
礼
団
（
中
村
満
神
父

ほ
か
約
30
人
）
は
、
３
月
21
、

22
日
の
両
日
上
五
島
を
巡
礼

し
た
。
五
島
に
残
る
現
役
の

木
造
教
会
と
し
て
最
古
と
い

わ
れ
た
江
袋
教
会
は
、
こ
の

２
月
全
焼
し
、
焼
け
跡
も

生
々
し
く
無
残
な
姿
を
さ
ら

し
て
い
た
。
巡
礼
団
は
、
今

に
も
崩
れ
落
ち
る
か
も
し
れ

な
い
堂
内
で
聖
歌
「
主
の
み

こ
こ
ろ
」
を
歌
い
、
ガ
イ
ド

さ
ん
も
目
頭
を
押
さ
え
、
参

加
者
も
感
情
を
抑
え
る
こ
と

が
出
来
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　

同
教
会
は
大
司
教
の
英
断

で
復
元
に
向
け
て
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で

に
再
建
の
た
め
の
募
金
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

巡
礼
団
は
旧
野
首
教
会
で

ミ
サ
を
さ
さ
げ
、
米
山
教
会

で
は
信
徒
心
づ
く
し
の
「
ツ

ワ
」
の
煮
物
を
ご
馳
走
に
な

り
帰
崎
し
た
。

（
写
真
は
江
袋
教
会
を
訪
ね

た
巡
礼
団
）

３
月
26 

・
27
日
、

｢

創
ろ
う

　

１
８
８

殉
教
者
を

讃
え
る　

ぼ
く
ら
の 

ソ
ン
グ｣ 

と
い
う

テ
ー
マ
の

も
と
、
長

崎
教
区
高

校
生
研
修

会
（
青
少

年
委
員
会

主
催
）
が

行
わ
れ
、
30
人
の
高
校
生
が

参
加
し
た
。

１
日
目
、
各
地
か
ら
雲

仙
教
会
に
集
合
し
た
高
校
生

た
ち
は
、
雲
仙
殉
教
地
へ
ロ

ザ
リ
オ
を
唱
え
な
が
ら
徒
歩

巡
礼
を
行
い
、
殉
教
地
に
て

１
８
８
人
の
殉
教
者
へ
想

い
を
は
せ
な
が
ら
黙
想
し
、

各
々
が
そ
の
想
い
を
書
き
つ

づ
っ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
・

黙
想
の
家
へ
と
移
動
し
た
高

校
生
た
ち
は
、
川
原
拓
也
師

（
三
井
楽
教
会
）
が
こ
の
研

修
会
の
た
め
に
作
曲
し
た
曲

に
あ
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
が

書
き
つ
づ
っ
た
言
葉
や
意
見

を
出
し
合
い
、
作
詞
作
業
を

進
め
、
詞
を
形
あ
る
も
の
と

し
た
。

２
日
目
、
詞
に
若
干
の

手
直
し
を
加
え
、
完
成
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
さ
け
び
」
を
高
校
生
た
ち

と
司
祭
た
ち
が
心
を
１
つ
に

し
て
歌
い
、無
事
に
録
音（
写

真
）
を
終
え
た
。
そ
の
後
、

髙
見
大
司
教
司
式
に
よ
る
ミ

サ
で
早
速
歌
い
、
派
遣
の
祝

福
を
受
け
た
。

　
「
テ
ゼ
賛
美
の
う
た
集

会
」
実
行
委
員
会
の
主

催
で
、「
あ
ぁ
～
テ
ゼ
、

こ
の
小
さ
な
春
よ
！
（
教

皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２

世
の
言
葉
）」
と
題
し
た

歌
と
祈
り
が
、
３
月
20

日
夜
、
城
山
教
会
で
さ

さ
げ
ら
れ
、
ア
ジ
ェ
ン

ダ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
な
が
さ
き
、

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
合
唱

団
が
協
力
し
た
。

　

祭
壇
前
に
ロ
ー
ソ
ク

が
灯
（
と
も
）
る
中
、
テ
ゼ

共
同
体
の
ス
タ
ッ
フ
、
ブ
ラ

ザ
ー
・
ギ
ラ
ン
は
、
野
下
千
年

師
（
中
町
教
会
）
の
通
訳
（
写

真
）
で
「
テ
ゼ
の
集
会
は
小
さ

な
も
の
、
テ
ゼ
は
小
さ
な
と
こ

ろ
、
修
道
院
も
小
さ
い
。
で
も

大
き
な
希
望
を
持
っ
て
い
ま

す
。
違
っ
た
宗
教･･･

、
私
た

ち
は
１
つ
に
な
る
た
め
に
は
ゆ

る
し
合
う
こ
と
で
す
」
と
話
し

た
後
、
賛
美
の
歌
が
聖
堂
に
流

れ
参
加
者
１
２
０
余
人
も
声
を

合
わ
せ
た
。

　

テ
ゼ
は
現
在
、
世
界
25
カ
国

に
お
よ
ぶ
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
を
超
え
、

世
界
平
和
の
祈
り
を
続
け
て
い

る
共
同
体
（
フ
ラ
ン
ス
）。
生

み
の
親
ブ
ラ
ザ
ー
・
ロ
ジ
ェ
は
、

05
年
礼
拝
場
に
入
っ
て
い
た
不

審
者
に
命
を
奪
わ
れ
た
。

　

４
月
14
日
、
ご
復
活
の
週

に
１
つ
の
教
会
が
、
髙
見
大

司
教
の
祝
別
（
写
真
）
に
よ

り
復
活
し
た
。
佐
世
保
北
部

の
皆か

い

瀬ぜ

教
会
。
大
野
（
主
任

紙
﨑
新
一
師
）
小
教
区
の
巡

回
教
会
で
あ
る
。

　

高
台
に
建
つ
教
会
は
、
平

戸
へ
走
る
車
の
目
を
奪
い

は
じ
め
た
。「
鳥
が
羽
ば
広

げ
た
ご
た
る
！
」「
イ
エ
ス

さ
ま
が
お
い
で
と
招
い
て

る
！
」
で
も

「
左
右
の
高
さ

が
違
う
の
は
な

ぜ
？
」
と
誰
も

が
問
う
。

　

建
物
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
『
多

様
性
の
一
致
』。

「
い
ろ
ん
な
違
い
の
人
た
ち

が
中
に
は
い
る
と
キ
リ
ス
ト

に
よ
っ
て
ひ
と
つ
に
な
る
」

そ
ん
な
教
会
を
目
指
す
。

　

正
面
に
は
５
つ
の
パ
ン
と

２
匹
の
魚
が
皿
に
載
っ
て
い

る
。
中
は
結
婚
式
を
挙
げ
た

く
な
る
よ
う
な
、
そ
れ
で
い

て
祈
り
の
雰
囲
気
が
漂
う
。

そ
れ
は
右
手
に
和
服
の
美
し

い
マ
リ
ア
さ
ま
が
立
っ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。こ
こ
は『
日

本
の
聖
母
』
に
さ
さ
げ
ら
れ

た
教
会
。

　

転
任
の
紙
﨑
神
父
は
、
翌

日
の
皆
瀬
で
の
ミ
サ
が
最
後

と
な
っ
た
。

５
月
27
日
慈
善
コ
ン
サ
ー
ト

　

江
袋
教
会
復
元
、
旧
出
津

救
助
院
修
復
支
援
の
慈
善
コ
ン

サ
ー
ト
が
出
津
教
会
で
行
わ
れ

る
。
長
崎
の
教
会
群
を
世
界
遺

産
に
す
る
会
な
ど
が
主
催
。
午

前
（
11
時
）
午
後
（
２
時
）
の

部
と
も
髙
見
大
司
教
の
講
話
、

修
道
女
会
聖
歌
隊
の
合
唱
な
ど

が
あ
る
。
詳
細
は
ア
ジ
ェ
ン
ダ

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
な
が
さ
き
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
５―

８
４
８―

０
４
９
２
）

　

教
区
評
議
会
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
け
る
火
山
活

動
と
台
風
に
よ
る
被
災
者

の
た
め
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
募

金
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
経
由

で
義
援
金
約
９
９
０
０
ド

ル
（
日
本
円
約
１
２
０
万

円
）
を
送
金
し
て
い
た

が
、
現
地
で
支
援
活
動
を

展
開
し
て
い
る
組
織
Ｓ
Ｌ

Ｂ
（Simbahang Lingkod ng 

Bayan

）
か
ら
３
月
31
日
付

け
で
髙
見
大
司
教
あ
て
に
お

礼
の
こ
と
ば
と
現
地
の
様
子

が
記
録
さ
れ
た
映
像
な
ど
の

デ
ー
タ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

現
在
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ビ

コ
ル
地
方
で
は
活
発
な
火
山

活
動
が
続
き
、
火
砕
流
発
生

な
ど
極
め
て
危
険
な
状
況
に

あ
り
、
多
く
の
人
々
が
不
自

由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

　

４
月
２
日
名
古
屋
市
聖
霊

病
院
で
心
不
全
の
た
め
帰

天
。
83
歳
。

　

１
９
４
３
年
ハ
ン
ガ
リ
ー

管
区
・
神
言
修
道
会
入
会
、

50
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
聖
ガ

ブ
リ
エ
ル
神
学
院
で
終
生

誓
願
宣
立
、
同
年
９
月
司

祭
叙
階
。
52
年
来
日
、
新
潟

教
区
秋
田
教
会
で
助
任
司

祭
を
務
め
、
55
年
長
崎
南
山

中
・
高
校
教
諭
、
66
年
同
校

校
長
。
74
年
名
古
屋
・
南
山

短
期
大
学
教
員
、
名
古
屋
・

南
山
中
・
高
等
学
校
校
長
歴

任
、
82
年
長
崎
教
区
西
町
教

会
助
任
、
名
古
屋
・
神
言
会

ハ
ウ
ス
。

　

教
育
者
ら
し
く
物
事
を
率

直
に
言
葉
に
表
し
て
い
た

が
、
厳
し
さ
の
中
に
も
思
い

や
り
の
あ
る
司
牧
者
だ
っ

た
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
４
日
、

南
山
教
会
で
行
っ
た
。

　
「
日
本
植
民
地
政
策

（
１
９
１
０
～
１
９
４
５
）
の

中
で
犠
牲
に
な
っ
た
朝
鮮
半

島
の
人
々
の
謝
罪―

友
好
と

世
界
平
和
を
掲
げ
、
墓
石
に

見
立
て
た
約
１
ト
ン
の
石
碑

を
引
き
韓
国
を
縦
断
し
ま
す
」

　

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
を
患
い

去
年
夏
、
２
カ
月
余
の
療
養

生
活
を
送
っ
た
が
、「
ス
ト
ー

ン
ウ
オ
ー
ク
コ
リ
ア
」
実
行

委
の
共
同
代
表
を
務
め
、
４

月
29
日
釜
山
を
出
発
。
担
当

す
る
11
日
間
を
歩
き
抜
く
と

い
う
。

　

縦
断
コ
ー
ス
は
釜
山
～

陜ハ
プ
チ
ョ
ン川
～
光
州
～
ソ
ウ
ル
～

板
門
店
ま
で
の
45
日
間
、

１
１
０
０
㌔
の
行
程
を
延
べ

数
千
人
が
継
い
で
石
碑
を
引

き
行
進
す
る
。
出
発
式
に
は

日
本
人
約
30
人
。
長
崎
か
ら

広
瀬
共
同
代
表
を
含
む
５
人

が
参
加
、
韓
国
で
は
20
余
の

団
体
が
友
好
的
に
協
力

体
制
を
組
ん
で
い
る
。

　

ス
ト
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
は
、
戦
争
犠
牲
者

を
追
悼
す
る
た
め
、

１
９
９
９
年
に
ア
メ

リ
カ
で
始
ま
っ
た
平
和
運

動
。
被
爆
60
年
（
05
年
）
７

月
に
は
、
原
爆
や
戦
争
犠
牲

者
を
追
悼
す
る
た
め
、
長
崎

か
ら
広
島
ま
で
の
行
程
（
約

６
０
０
㌔
）
を
行
進
し
た
。

出
発
式
で
は
髙
見
大
司
教
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

朝
鮮
半
島
の
人
々
の
謝
罪

に
つ
い
て｢

国
を
奪
い
、
名
前

を
奪
い
、
言
葉
を
奪
い
、
文
化

を
奪
っ
た
謝
罪
で
す
。
ま
た
、

残
さ
れ
た
命
を
、
平
和
の
た
め

に
さ
さ
げ
る
使
命
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
」―

原
爆
被
爆
者

の
言
葉
は
力
強
い
。

　

元
高
校
英
語
教
師
。
城
山

教
会
所
属
。
77
歳
。

　

写
真
＝
被
爆
60
周
年
広
島

に
向
け
て
出
発
し
た
追
悼

「
石
碑
」

碑
石
を
引
い
て
韓
国
縦
断

�

広
瀬　

方まさ
人ひと
さ
ん 

る
。
礼
状
に
は
「
皆
さ
ん
の

寛
大
で
迅
速
な
対
応
は
、
悲

惨
な
状
況
か
ら
立
ち
上
が
る

た
め
の
勇
気
と
、
日
常
生
活

を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
希
望

を
人
々
に
与
え
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
写
真
は
テ
ン
ト
内
で
の
授

業
、
被
災
者
の
仮
設
住
宅
）
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▼
や
っ
と
ゴ
ー
ル
。
途
中

何
も
読
め
な
く
な
っ
た
り

（
現
在
も
病
気
中
）
で
ノ
ロ

ノ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
が
、

完
走
で
き
、
ま
た
病
苦
も
聖

書
を
読
め
る
日
は
「
神
に
感

謝
」
と
幸
い
な
る
と
き
で
、

主
の
み
こ
と
ば
を
い
っ
そ
う

身
近
に
感
じ
た
マ
ラ
ソ
ン
で

し
た
。（
聖
母
の
騎
士
修
道

女
会
Ｓ
・
Ｉ
）

　

▼
こ
れ
ま
で
聖
書
を
読
ん

で
い
な
い
こ
と
を
恥
と
し
な

が
ら
も
、
き
っ
か
け
を
つ
か

め
ず
に
い
ま
し
た
。
通
読
す

る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
み
こ
と
ば
を
心
に
留
め

日
々
の
生
活
を
行
い
た
い
。

（
水
の
浦
Ｋ
・
Ｔ
）

　

▼
主
か
ら
懲
ら
し
め
ら
れ

て
も
力
を
落
と
し
て
は
い
け

な
い
。
な
ぜ
な
ら
主
は
愛
す

る
者
を
鍛
え
、
子
と
し
て
受

け
入
れ
る
も
の
を
皆
、
む
ち

打
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
私

は
こ
の
み
こ
と
ば
に
命
を
得

ま
し
た
。（
褥
崎
Ｋ
・
Ｙ
）

　

▼
聖
書
は
読
む
た
び
に
毎

回
気
が
つ
か
な
か
っ
た
神
が

人
々
に
教
え
伝
え
た
か
っ
た

こ
と
が
、
１
つ
で
も
本
当
に
分

か
る
と
う
れ
し
く
な
る
。
掟
の

中
に
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に

愛
し
な
さ
い
、
こ
の
教
え
は
今

の
人
々
に
必
要
な
教
え
だ
と

思
い
ま
す
。（
俵
町
Ｍ
・
Ａ
）

　
「
よ
き
お
と
ず
れ
」
３
月
号

掲
載
の
１
２
５
年
の
歴
史
を

刻
む
「
マ
リ
ア
園
」
福
岡
の

福
祉
会
に
経
営
移
管
の
記
事

は
反
響
が
大
き
く
、
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
も
っ
と
大
き
く

取
り
上
げ
る
べ
き
で
な
か
っ

た
の
か
と
い
っ
た
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
そ
の
意
味
か
ら

再
度
栄
光
の
歴
史
を
見
る
。

　

１
８
８
１
年
大
浦
５
番
に

設
立
さ
れ
た
長
崎
セ
ン
タ
ン

フ
ァ
ン
ス
（
養
護
施
設
）
が

南
山
手
町
に
移
転
、
こ
の
４

月
か
ら
諸
般
の
事
情
で
経
営

母
体
「
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼

き
修
道
会
」
か
ら
福
岡
市
の

福
祉
会
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

修
道
会
は
、
信
徒
発
見
で

有
名
な
プ
チ
ジ
ャ
ン
司
教
の

招
き
で
１
８
７
７
年
、
４
人

の
姉
妹
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
長

崎
に
派
遣
さ
れ
、
教
会
関
係

者
の
要
望
に
応
え
て
福
祉
、

教
育
に
献
身
、
日
本
管
区
創

立
の
礎
と
な
る
。

　

同
施
設
に
は
１
９
４
７

年
、
ア
メ
リ
カ
に
「
少
年
の

町
」
を
設
立
し
た
フ
ラ
ナ
ガ

ン
神
父
の
訪
問
な
ど
の
記
録

も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

経
営
移
管
に
つ
い
て
３

月
号
の
「
よ
き
お
と
ず
れ
」

に
は
清
心
修
道
院
の
コ
メ

ン
ト
は
も
ら
え
な
か
っ
た

が
「
大
浦
教
会
つ
ど
い
（
広

報
誌
４
月
号
）」
に
よ
る
と

「
マ
リ
ア
園
の
子
供
た
ち
や

職
員
に
対
し
て
後
ろ
髪
を

引
か
れ
る
思
い
は
あ
り
ま

す
が
社
会
福
祉
法
人
『
う

ら
梅
の
郷
福
祉
会
』
に
後

を
託
し
て
新
し
い
任
地
で

マ
ル
コ
10
章
14
節

「
子
供
た
ち
を
わ
た
し
の
と

こ
ろ
に
来
さ
せ
な
さ
い
。
妨さ

ま
た

げ
て
は
な
ら
な
い
。
神
の
国

は
こ
の
よ
う
な
者
た
ち
の
も

の
で
あ
る
」

　

イ
エ
ス
さ
ま
に
ふ
れ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
人
々
が
子

供
た
ち
を
連
れ
て
来
ま
し

た
。
弟
子
た
ち
は
こ
の
人
々

を
し
か
り
ま
し
た
。し
か
し
、

イ
エ
ス
さ
ま
は
子
供
た
ち
を

抱
き
上
げ
、
手
を
置
い
て
祝

福
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
エ
ス
さ
ま
の
ま
わ
り
に

は
新
し
い
教
え
に
反
発
し
、

疑
い
を
持
つ
人
が
い
ま
し
た
。

き
び
し
い
空
気
の
中
で
子
供

た
ち
の
優
し
さ
と
愛
ら
し
さ

は
、
き
っ
と
イ
エ
ス
さ
ま
を

和
ま
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

５
月
５
日
は
子
供
の
日
で

す
。
子
供
た
ち
に
大
き
な
望

み
を
か
け
て
い
る
印
で
す
。

５
月
の
青
空
に
泳
ぐ
こ
い
の

ぼ
り
の
風
景
は
大
好
き
で
す
。

「
子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に

健
や
か
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
」
と
い
う
祈
り
が
見
上
げ

る
空
に
の
ぼ
る
気
が
し
ま
す
。

　

イ
エ
ス
さ
ま
が
言
わ
れ
た

「
子
供
の
よ
う
に
神
の
国
を

受
け
入
れ
る
人
」
と
は
ど
ん

な
人
で
し
ょ
う
か
。

　

藤
井
輝
明
さ
ん
が
書
い

た
「
運
命
の
顔
」
と
い
う
本

か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　

藤
井
さ
ん
は
顔
の
血
管
が

大
き
く
ふ
く
ら
む
難
し
い
病

気
を
持
っ
て
い
ま
す
。
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
顔
の
た
め
に
い

じ
め
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
試
練
に
耐
え
、
明
る
く
前

向
き
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
大
学
で
教
え
全
国
で

講
演
を
し
て
い
ま
す
。
次
の

時
代
を
に
な
う
子
供
た
ち
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め

に
小
、
中
学
校
を
訪
問
す
る

活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
の
中
で
大
人
社
会

の
偏
見
（
へ
ん
け
ん
）
の
お

そ
ろ
し
さ
を
感
じ
反
省
し
ま

し
た
。
50
回
以
上
受
け
た
就

職
試
験
は
２
次
試
験
の
面
接

で
す
べ
て
不
合
格
。
原
因

は
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
顔
で
し

た
。
中
に
は
実
験
材
料
で
も

あ
る
か
の
よ
う
に
、「
私
の

病
院
で
手
術
を
」
と
言
う
医

者
も
い
た
そ
う
で
す
。
道
行

く
人
々
の
す
る
ど
い
目
つ
き

に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
返
す

藤
井
さ
ん
の
姿
に
、「
子
供

の
心
」
が
宿
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

イ
エ
ス
さ
ま
の
望
む
子
供

の
心
は
、
ど
ん
な
時
に
も
隣

人
を
愛
し
自
分
の
よ
う
に
他

人
を
愛
す
る
心
だ
と
思
い
ま

す
。
見
え
る
こ
と
ば
か
り
に

気
を
取
ら
れ
ず
、
見
え
な
い

心
を
み
が
き
、
イ
エ
ス
さ
ま

と
人
々
に
祝
福
さ
れ
る
子
供

に
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

みことばにふれて 33
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の
宣
教
使
命
に
生
き
て
い
き

た
い
」
と
、
長
年
の
感
謝
の

言
葉
を
添
え
清
心
修
道
院
姉

妹
一
同
の
名
で
閉
鎖
の
あ
い

さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

写
真｢

世
紀
を
は
ば
た
く
」

マ
リ
ア
園
創
設
１
０
０
周
年

記
念
誌
か
ら
掲
載
。
①
修
道

会
を
招
い
た
プ
チ
ジ
ャ
ン
司

教
②
１
８
９
５
年
大
浦
時
代

の
子
供
た
ち
③
母
の
日
の

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
園
児
か

ら
贈
ら
れ
る
修
道
女
④
幼
児

を
抱
く
フ
ラ
ナ
ガ
ン
神
父

　

第
５
回
「
聖
書
愛
読
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
は
、
こ
の
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
第

４
回
完
走
者
の
新
約
・
旧
約

聖
書
通
読
者
と
福
音
書
写
聖

コ
ー
ス
の
感
想
文
を
３
回
に

分
け
て
紹
介
す
る
。

　

▼
毎
日
、
聖
書
を
読
み
、

神
の
み
こ
と
ば
を
味
わ
う
こ

と
は
、
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト

者
の
義
務
で
あ
り
、
そ
の
行

い
こ
そ
、
真
の
信
仰
、
キ
リ

ス
ト
者
に
と
っ
て
の
至
福
で

あ
ろ
う
。（
本
河
内
Ｔ
・
Ｎ
）

　

▼
１
日
５
章
を
読
む
の
は

時
々
ハ
ー
ド
で
し
た
。
挑
戦

の
気
力
を
求
め
ら
れ
た
感
じ

で
自
分
で
も
最
後
ま
で
読
み

通
せ
る
の
か
気
に
し
て
い
ま

し
た
が
、「
読
む
ぞ
」
と
決

め
て
か
ら
は
思
っ
た
よ
り
早

く
読
み
終
え
、
読
み
通
す
た

び
に
深
め
ら
れ
る
思
い
が
し

ま
す
。（
純
心
聖
母
会
Ｈ
・
Ｈ
）

　

▼
何
度
読
ん
で
も
、
そ
の

時
々
の
心
の
持
ち
よ
う
に

よ
っ
て
新
し
い
発
見
、
心
に

響
く
も
の
が
異
な
っ
て
い
た

り･･･

。
長
い
道
の
り
、
果

た
し
て
本
当
に
私
は
読
め
て

い
る
の
か
疑
問
を
持
ち
な
が

ら
た
だ
目
で
追
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
？　

と
。（
本

原
Ｋ
・
Ｍ
）

　

１
８
８
殉
教

者
の
列
福
を
前

に
奈
留（
本
田
靖

彦
神
父
）の
教
会

学
校
は
、３
月
の

黙
想
会
で
殉
教

者
を
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
た
。

感
想
文
の
一
部
紹
介
。

　
　
　

小
２　

葛
島　

康
輔

　
「
５
歳
の
イ
グ
ナ
チ
オ（
島

原
・
雲
仙
の
殉
教
者
パ
ウ
ロ

内
堀
の
子
息
）
は
ゆ
び
を
き

ら
れ
て
も
な
か
な
い
な
ん
て

す
ご
い
ね
。（
略
）い
た
か
っ

た
で
し
ょ
。
て
ん
国
で
兄
２

人
と
元
気
に
す
ご
し
て
ね
」。

　
　
　

小
４　

畑
田　

悠
花

　
「
デ
ィ
エ
ゴ
林
田
と
い
う

男
の
子
、
川
の
上
を
歩
く
と

言
っ
た
の
は
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。『
イ
エ
ス
さ
ま
も

歩
い
た
か
ら
』
と
言
い
、
イ

エ
ス
さ
ま
を
信
じ
て
つ
い
て

い
く
の
は
え
ら
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。（
略
）
殉
教
は

苦
し
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。で
も
天
国
へ
行
き
、

天
国
で
幸
せ
に
な
っ
た
の
も

よ
く
分
か
り
ま
し
た
」。

　
　
　

小
４　

大
小
瀬
詠
太

　
「
イ
グ
ナ
チ
オ
は
５
歳
で

指
を
切
ら
れ
て
も
泣
か
ず
に

こ
ら
え
、
デ
ィ
エ
ゴ
と
マ
グ

ダ
レ
ナ
は
火
あ
ぶ
り
で
殺
さ

れ
て
ま
で
（
略
）
キ
リ
ス

ト
を
信
じ
て
天
国
へ
の
道
を

歩
ん
で
い
た
の
が
す
ご
く
て
、

僕
に
見
れ
と
言
わ
れ
た
と
し

た
ら
に
げ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
殉
教
者
の
こ
と

を
考
え
勇
気
あ
る
行
動
を
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」。

　
　
　

中
２　

永
峰
め
ぐ
み

　
「
私
は
話
を
聞
い
て
思
っ

た
こ
と
は
、
私
が
５
歳
の
イ

グ
ナ
チ
オ
だ
っ
た
ら
と
て
も

あ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
。

右
手
３
本
、
左
手
３
本
の
指

を
切
ら
れ
て
も
泣
か
ず
に
天

に
手
を
上
げ
ま
し
た
。（
略
）

で
も
私
は
こ
の
話
を
聞
い
て

今
の
自
分
は
だ
め
だ
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」。

　
　
　

中
２　

城
田　

遥
香

　
「
小
さ
い
子
供
た
ち
が
普

通
で
は
耐
え
る
こ
と
も
で
き

な
い
痛
い
試
練
を
進
ん
で
受

け
、
痛
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い

態
度
で
い
た
こ
と
は
、『
私
に

は
と
て
も
で
き
な
い
』（
略
）

今
、
命
を
尊
重
し
な
い
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。
私
は
今

の
人
々
に
幼
い
殉
教
者
や
大

切
な
人
々
の
た
め
に
死
ん
で

い
っ
た
人
々
の
こ
と
を
た
く

さ
ん
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

　

５
月
20
日
（
日
）
は
教
区

主
催
の
「
雲
仙
殉
教
祭
」。

幼
い
殉
教
者
の
こ
と
を
思
い

出
し
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
。

☆
こ
ん
な
小
道
も

　
　
　
　
　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
年

　
　
　
　
　
　

橋
本　

勲
著

　

本
書
は
01
年
終
わ
り
か
ら

02
年
11
月
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク

新
聞
に
連
載
さ
れ
た
も
の
を

Ａ
〜
Ｃ
年
と
し
て
３
冊
に
ま

と
め
た
も
の
。
日
々
の
出
来

事
、
出
会
い
、
気
づ
き
な
ど
、

毎
日
曜
日
の
福
音
が
親
し
み

を
こ
め
て
説
か
れ
て
い
る
。

　

み
こ
と
ば
の
分
か
ち
合
い

を
通
し
て
教
会
や
社
会
共
同

体
の
再
建
を
図
ろ
う
と
す
る

試
み
が
あ
っ
て
い
る
今
、こ
れ

ら
の
地
道
な
歩
み
に
向
け
て

そ
の
一
助
と
な
る
、読
者
を
い

の
ち
の
源
へ
と
導
く
好
著
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
発
行
。
各

１
０
５
０
円
。

子供たちの共同作品（ちぎり絵）

①①

③③

②②

④④


